
（滋賀県）

最
先
端
の
薬
業
と
情
報
受
発
信
は
地
域
の

伝
統
・
忍
者
の
里
の
多
彩
な
顔

　

滋
賀
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
三
重
県
と
の
県

境
・
鈴
鹿
山
脈
西
麓
の
丘
陵
地
帯
に
展
開
す
る
甲
賀

市
は
、
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年

10
月
１
日
に
旧
甲
賀
郡
５
町
（
水

口
町
、
土
山
町
、
甲
賀
町
、
甲

南
町
、
信
楽
町
）の
合
併
に
よ
り
、

市
制
施
行
を
実
施
し
た
。

　

市
域
の
面
積
は
滋
賀
県
の
約

12
％
を
占
め
る
４
８
１
・
62
㎢
。

本
年
１
月
末
現
在
の
人
口
は

８
万
７
６
２
８
人
。
昨
年
（
令
和

６
年
）
10
月
１
日
に
は
、
市
制
施

行
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
同

年
度
を
通
じ
て
各
種
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

甲
賀
市
と
い
え
ば
周
知
の
よ

う
に
、
隣
接
す
る
三
重
県
伊
賀
市
と
共
に
《
忍
者
の

里
》
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
。
甲
賀
市
と

伊
賀
市
は
平
成
29（
２
０
１
７
）年
、「
忍
び
の
里 

伊

賀
・
甲
賀
―
リ
ア
ル
忍
者
を
求
め
て
―
」の
タ
イ

ト
ル
の
下
、
地
域
の
特
徴
的
な
歴
史
が「
日
本
遺
産
」

に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
《
忍
者
の
里
・
甲
賀
》の
知
名
度
は
、
近
年
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
な
ど
を
通
じ
再
び
訪
れ
つ
つ
あ
る

「
忍
者
ブ
ー
ム
」
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
一
層
に

高
ま
り
、
外
国
人
観
光
客
の
間
で
も
「
一
度
は
訪
ね

て
み
た
い
ま
ち
の
一
つ
」
と
し
て
、
人
気
を
博
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
現
代
の
甲
賀
市
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

《
忍
者
の
里
》
の
一
言
で
は
と
う
て
い
括
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
多
様
性
に
満
ち
た
都
市
で
あ
る
。

　

広
大
な
市
域
（
全
国
１
７
４
１
市
区
町
村
の
上
位

２
１
８
位
）
に
は
、
例
え
ば
、
日
本
六
古
窯
の
一
つ

『
信
楽
焼
』
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
信
楽
地
域
が
あ

る
。
信
楽
地
域
に
は
、
奈
良
時
代
の
西
暦
７
４
３
〜

７
４
５
年
に
、
聖
武
天
皇
が「
紫
香
楽
宮
」を
造
営
し

た
と
い
う
来
歴
も
あ
る
。

　

土
山
地
域
と
水
口
地
域
は
、

市
域
を
横
断
す
る
旧
東
海
道（
五
十
三

次
）の
49
番
目
の「
土
山
宿
」お
よ
び
50
番

目
の「
水
口
宿
」が
近
世
に
形
成
さ
れ
、
繁

栄
し
た
。
特
に
水
口
宿
は
旧
水
口
藩
の
城
下
町
と
し

て
も
栄
え
、
甲
賀
市
と
な
っ
た
現
在
も
市
役
所
本
庁

舎
が
置
か
れ
る
な
ど
、
水
口
地
域
は
甲
賀
市
の
中
心

地
域
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

甲
賀
地
域
と
甲
南
地
域
は
《
忍
者
の
里
》
と
し
て

の
中
心
的
な
エ
リ
ア
だ
。
甲
賀
地
域
に
は
観
光
施

設「
甲
賀
の
里
忍
術
村
」が
、
甲
南
地
域
に
は「
甲
賀

市 政 ル ポ 甲
こ う か

賀市

市制施行20周年記念式典（令和6年9月29日／あいこうか市民ホール）の
オープニング

岩
いわなが

永裕
ひ ろ き

貴
甲賀市長

市
民
力
＋
市
役
所
力
で
め
ざ
す
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
!!

目
標
は
若
者
・
子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
現

MAY 2025 市政 14



流
リ
ア
ル
忍
者
館
」や「
甲
賀
流
忍
術
屋
敷
」な
ど
が

あ
り
、《
忍
者
の
里
・
甲
賀
》
の
観
光
拠
点
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
で

か
つ
て
「
忍
者
」
と
さ
れ
た

人
々
は
、
日
常
的
に
は
農
耕

な
ど
に
従
事
す
る
ほ
か
、
伝

来
の
化
学
的
知
識
を
生
か

し
た
地
場
産
業
の
製
薬
業

お
よ
び
売
薬
業
を
担
う
存

在
で
も
あ
っ
た
。

　

現
代
の
甲
賀
市
に
は
国
道

１
号
が
市
域
東
西
を
横
断

し
、
国
道
３
０
７
号
が
市
域

を
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
ほ

か
、
平
成
20（
２
０
０
８
）年

に
新
名
神
高
速
道
路
が
開

通
す
る
と
同
時
に

三
つ
の
Ｉ
Ｃ
が
供

用
開
始
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
、
近
江
鉄
道
本
線
、
信
楽
高

原
鐵
道
の
三
つ
の
鉄
道
が
市
域
を
走
っ
て
い
る
。
三

つ
の
鉄
道
路
線
が
市
域
内
に
保
有
す
る
鉄
道
駅
は

総
計
14
駅
に
も
の
ぼ
る
。
中
で
も
信
楽
駅
を
は
じ

め
全
６
駅
が
甲
賀
市
内
に
立
地
す
る
信
楽
高
原
鐵

道
は
、
甲
賀
市
が
「
第
三
種
鉄
道
事
業
者
」
と
し
て

鉄
道
施
設
を
保
有
・
管
理
し
、
運
行
は
第
二
種
鉄

道
事
業
者
・
信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
が
行
う
「
公

有
民
営
方
式
（
上
下
分
離
方
式
）」
を
と
っ
て
い
る
の

が
特
徴
的
だ
。

　

さ
ら
に
将
来
的
な
展
望
と
し
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
新
駅
設
置
が
甲
賀
市
と
隣
接
す
る
三
重
県

亀
山
市
内
で
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
が
市
域

内
で
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
甲

賀
市
の
重
要
性
は
、
今
後
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
「
交
通
の
要
衝
と
製
薬
・
売
薬
産
業
が
盛
ん
な
こ

と
は
、
近
世
以
前
か
ら
の
甲
賀
市
の
大
き
な
特
徴
で

す
。
甲
賀
市
に
は
現
在
も
、
製
薬
会
社
が
甲
賀
地
域

に
７
社
、
水
口
地
域
に
３
社
、
土
山
地
域
に
１
社
、

そ
れ
ぞ
れ
立
地

し
て
い
ま
す
。

昔
日
の
忍
者
た

ち
は
、
鉄
砲
な

ど
も
自
在
に

扱
っ
た
関
係
か

ら
、
弾
薬
や
爆

薬
な
ど
の
自
家

製
造
や
研
究
を

通
じ
、
最
先
端

の
化
学
的
知
識
を
持
っ
て
い
た
人
々
で
も
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
売
り
の
人
々
は
、
東
海
道
を
拠
点
に
、

各
地
に
四
通
八
達
し
た
街
道
を
活
用
し
て
薬
を
売
り

歩
く
か
た
わ
ら
、
全
国
各
地
の
大
名
た
ち
か
ら
の
依

頼
を
受
け
た
情
報
収
集
事
業
を
行
っ
て
い
た
、
と
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
か
つ
て
の
甲
賀
市
エ
リ
ア
は
、
最
先
端

の
化
学
と
情
報
の
受
発
信
を
地
域
の
特
色
と
し
て
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
非
常
に
先
端
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
地
だ
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
岩
永
裕
貴
甲
賀
市
長
だ
。
甲
賀

市
信
楽
町
に
生
ま
れ
た
岩
永
市
長
は
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ン
ザ
ス
州
の
ウ
ィ
チ
タ
州
立
大
学
（
国
際
政
治
学

専
攻
）
を
卒
業
後
、
農
林
水
産
大
臣
秘
書
官
、
衆
議

院
議
員
を
歴
任
し
、
平
成
28（
２
０
１
６
）年
10
月
16

日
に
実
施
さ
れ
た
、
甲
賀
市
長
選
に
出
馬
し
て
当

選
。
本
年
で
３
期
９
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

外国人観光客にも大人気の民間施設「甲賀の里忍術
村」では年間を通じ多彩なイベントが開催される（写
真は水蜘蛛体験）

観光インフォメーションセンター「甲賀流リアル忍者館」は豊富な歴史資料の
展示のほか、各種イベントでにぎわう

毎年開催される「甲賀流忍者検定」。合格すると晴れて「甲賀流忍者」
の称号が与えられる

甲賀市
大津市
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暮
ら
し
良
い
ま
ち
を
支
え
る
市
民
力 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
四
つ
目
の
縁

　

昨
年
（
令
和
６
／
２
０
２
４
年
）
10
月
に
、
自
身

の
市
政
・
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
、
市
制
施
行
20
周

年
の
節
目
と
が
重
な
っ
た
岩
永
市
長
は
、
本
年
３

月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
け
る
《
令
和
７
年
度
施
政

方
針
》
で
「
令
和
７
年
度
は
市
制
施
行
20
周
年
の
節

目
を
迎
え
た
本
市
が
次
の
20
年
に
向
け
た
最
初
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
度
で
あ
り
、
同
時
に
第
２
次

甲
賀
市
総
合
計
画
の
第
３
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
極
め
て
重
要
な
１
年
に
あ
た
る
」
と
強
調
し

た
。
さ
ら
に
「
若
者
や
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た

本
市
の
将
来
を
担
う
人
々
か
ら
『
選
ば
れ
る
ま
ち
』

の
構
築
に
向
け
、
創
意
工
夫
と
柔

軟
な
発
想
に
よ
っ
て
課
題
解
決
を

図
っ
て
い
く
」
旨
、
改
め
て
決
意

を
述
べ
て
い
る
。

　
「
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
人

口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
未
来
で

す
が
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
誇
り
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
歴
史
、
文
化
・
芸
術
な

ど
の
『
甲
賀
ら
し
さ
』
を
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
、
質
の
高
い
暮
ら
し
が

生
み
出
す
経
済
的
・
時
間
的
ゆ
と

り
、
す
な
わ
ち『
暮
ら
し
の
余
白
』

を
ア
ー
ト
や
旅
、
食
、
学
び
、
音

楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
活
動
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の
『
叶
え
た
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
』で
埋
め
て
い
く
暮
ら
し
方
を
、『
甲

賀
ス
タ
イ
ル
』
と
し
て
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
城
下
町
、
宿
場
町
、
忍
者
、

お
茶
、
薬
、
信
楽
焼
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
や

歴
史
に
育
ま
れ
た
地
域
財
産
や
特
性
が
甲
賀
市
に

は
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
文
化
が

日
常
に
溶
け
込
ん
だ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に

も
、
と
て
も
適
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
岩

永
市
長
）

　

そ
う
し
た
「
暮
ら
し
の
余
白
」
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
だ
け
の
経
済
的
基
盤
も
、
実
際
、
甲
賀

市
に
は
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
薬
品
産
業
や

信
楽
焼
、
茶
（
生
産
量
は
滋
賀
県
ト
ッ
プ
）
な
ど
の

伝
統
産
業
の
ほ
か
、
大
阪
や
名
古
屋
に
近
い
交
通

の
要
衝
ぶ
り
を
基
盤
に
、
甲
賀
市
に
は
12
カ
所
も

の
工
業
団
地
が
集
積
（
滋
賀
県
内
の
工
業
団
地
は
総

計
72
カ
所
）
し
て
い
る
。
製
造
品
出
荷
額
は
、
平
成

18（
２
０
０
６
）年
度
か
ら
ず
っ
と
県
内
第
１
位
だ
。

　

滋
賀
県
の
県
内
総
生
産
に
占
め
る
製
造
業
の
割

合
は
令
和
６
年
の
段
階
で
44
％
弱
。
全
国
平
均
が

20
％
強
の
状
況
下
、
は
る
か
上
を
い
く
「
も
の
づ
く

り
県
・
滋
賀
」に
あ
っ
て
、
甲
賀
市
は
ま
さ
に
中
軸
、

け
ん
引
役
な
の
だ
。

　
「
さ
ら
に
次
の
20
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
、
未

来
に
つ
な
げ
る
投
資
と
し
て
は
、
名
神
名
阪
連
絡

道
路
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
沿
線
の
住
宅
整
備
、

新
名
神
高
速
道
路
沿
線
の
工
業
団
地
や
商
業
施
設

の
受
け
皿
と
な
る
土
地
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
と

400年以上もの歴史を持つ甲賀市の「かんぴょう」づくり。その過程で行われる
「かんぴょう干し」は初夏の風物詩

3代将軍・徳川家光が上洛（寛永11 ／ 1634年）の際に宿館として築城された水
口城跡（水口城資料館併設）

東海道水口宿の街道沿いに設置された交流施設「甲賀市ひと・まち街道交流館」
は水口宿の歴史文化、観光情報の発信拠点でもある
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甲賀市　市 政 ル ポ

（滋賀県）

信
楽
高
原
鐵
道
・
近
江
鉄
道

本
線
が
結
節
す
る
貴
生
川
駅

周
辺
の
再
開
発
な
ど
、
地
域

が
発
展
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ

る
い
は
、
私
の
在
任
中
に
形

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
甲
賀
市
の
未
来
に
は
必

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り

で
す
。
今
の
う
ち
に
種
を
ま

く
こ
と
が
、
甲
賀
市
の
将
来

の
発
展
の
た
め
の
大
き
な
糧

と
な
る
こ
と
を
信
じ
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も

り
で
す
」（
岩
永
市
長
）

　

こ
う
し
た
未
来
へ
の
投
資
は
「
福
祉
や
教
育
の
充

実
を
さ
ら
に
継
続
的
に
図
っ
て
い
く
上
で
も
必
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
岩
永
市
長
）
で
あ
り
、
市
民
に

「
暮
ら
し
の
余
白
」
を
継
続
的
に
醸
成
す
る
た
め
の

糧
と
も
な
る
は
ず
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の「
暮
ら
し
の
余
白
」を
埋
め
る
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
岩
永
市
長
が
挙
げ
る
の

は
、
近
年
話
題
に
な
り
つ
つ
あ
る「
第
四
の
縁
」だ
。

　

人
に
は
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
「
社
会
と

の
関
わ
り（
各
種
の
縁
）」が
あ
る
。
家
族
・
親
類
同

士
の
関
わ
り
に
よ
る「
血
縁
」。
暮
ら
し
て
い
る
地
域

に
お
け
る
、
周
囲
の
人
々
と
の
関
わ
り
に
よ
る
「
地

縁
」。
同
じ
会
社
や
仕
事
な
ど
を
通
じ
た
関
わ
り
に

よ
る
「
社
縁
」。
こ
の
三
つ
の
縁
が
醸
成
す
る
「
人
と

人
と
の
関
わ
り
合
い
、
つ
な
が
り
」
が
、
か
つ
て
は

強
い
絆
を
生
じ
さ
せ
、
社
会
生
活
上
の
ゆ
る
や
か
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
社
会
制
度
の
保
護
網
か
ら
漏
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
々
も
、
三
つ
の
縁
が
複
合

的
に
も
た
ら
す
自
然
発
生
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
よ
っ
て
、
な
ん
と
か
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

が
成
立
し
て
い
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
社
会
環
境
の
急
速
な
変
化
の
訪
れ
に

つ
れ
、
そ
う
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
保
護
機
能

が
、
現
在
で
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
上
の
保
護
網
か
ら
は
み
出
る
人
々
が
、
急
速
に

増
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
を
持
つ
人
、

引
き
こ
も
り
に
な
る
人
、
若
く
し
て
家
族
の
重
荷

を
背
負
わ
さ
れ

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
、
不
登
校

の
生
徒
・
児
童
、

身
寄
り
の
な
い

独
居
高
齢
者
な

ど
、
支
援
が
必

要
な
の
に
支
援

が
満
足
に
得
ら

れ
な
い
層
の

人
々
が
、
急
速

に
増
え
た
の
で

す
。

　

加
え
て
甲
賀

市
に
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
に
、
介
護
職

な
ど
に
も
従
事
す
る
外
国
人
市
民
が
、
令
和
６
年

末
の
段
階
で
４
７
４
１
人
（
人
口
の
５
・
４
％
）
い
ま

す
。
こ
う
し
た
外
国
人
市
民
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

県
内
初
と
な
る
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
令
和
６

年
５
月
に
開
設
し
、
外
国
人
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
け
る
と
共
に
、
日
本

語
教
室
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
の
実
施
な
ど
を
軸

に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
支

援
を
、
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
に
も
あ
る
『
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
』
社
会
の
構
築
に
は
、
こ
う
し
た
保
護

網
か
ら
漏
れ
が
ち
な
人
々
へ
の
目
配
り
、
気
配
り
の

利
い
た
市
政
運
営
を
実
施
す
る
『
市
役
所
力
』
の
向

上
と
共
に
、
市
政
に
積
極
的
に
連
携
、
共
に
推
進

製薬業は甲賀市が誇る伝統産業。「くすり学習館」では配置売薬で栄えた昔日の
歴史から現代における人と薬の関わりなどを学べる

13世紀半ばに始まった伝統的工芸品・信楽焼の情報発信基地「信楽伝統産
業館」と信楽名物・タヌキの置物

17 市政 MAY 2025



し
て
く
だ
さ
る『
市
民
力
』の
育
成
が

不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
市
民
力
の
育
成
、
向
上
に
最

適
な
の
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た『
暮

ら
し
の
余
白
』
を
埋
め
る
の
に
も
有

効
な
サ
ー
ク
ル
や
趣
味
の
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多
様
な

市
民
活
動
の
活
性
化
で
す
。
さ
ら

に
、
市
民
力
の
活
性
化
、
市
役
所
力

と
市
民
力
と
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
の
が
、『
四
つ
目
の
縁
』
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
新
た
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き
ゆ
る
や

か
な
知
り
合
い
関
係
の
環
、
す
な
わ

ち『
知
縁
』の
醸
成
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
が
市
長
に
就
任
し
て
す
ぐ
企
画
し
た

施
策
の
一
つ
が
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
市
民
が
気
軽
に

集
ま
り
、
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
交
流
施
設
の
設

置
で
し
た
。
具
体
的
に
は
１
期
目
の
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
５
月
に
完
成
し
た
甲
賀
市
ま
ち
づ

く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
『
ま
る
ー
む
』
で
あ
り
、
昨
年

（
令
和
６
年
）５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
多
文
化
共
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
含
む
『
み
な
く
る
プ
ラ
ザ
』
で
す
」

（
岩
永
市
長
）

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
で

め
ざ
す
現
代
の
リ
ア
ル
甲
賀

　
『
ま
る
ー
む
』
を
訪
れ
た
の
は
、
平
日
の
午
前
９

時
過
ぎ
だ
っ
た
。
利
用
者
の
多
い
午
後
か
ら
夕
方

に
か
け
て
の
時
間
帯

で
な
い
た
め
、
比
較

的
空
い
て
は
い
た
も

の
の
、
試
験
勉
強
中

と
思
わ
れ
る
若
者
た

ち
が
、
静
か
に
１
階

交
流
ス
ペ
ー
ス
の

テ
ー
ブ
ル
に
向
か
っ

て
い
た
。
ロ
ビ
ー
奥

の
遊
具
が
設
置
さ
れ

た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

で
は
数
組
の
親
子
連

れ
が
、
や
は
り
静
か

に
遊
ん
で
い
た
。

　

利
用
目
的
の
違
う

人
同
士
が
、
互
い
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
無
理
な
く
一
緒
に
過
ご
し
て

い
る
様
子
は
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

交
流
ス
ペ
ー
ス
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
以
外
に

も
、
１
階
に
は
授
乳
室
を
含
む
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー

ム
や
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
調
理
台
２
台
、
定
員

10
名
）、
各
種
練
習
室
（
定
員
40
名
）、
二
つ
の
和

室
（
定
員
36
名
）、
会
議
室
（
定
員
18
名
）、
印
刷
作

業
室
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
る
。
２
階
に
は
二
つ
の

多
目
的
室
（
定
員
総
計
１
５
０
名
）、
活
動
室
（
定

員
24
名
）、
テ
ラ
ス
な
ど
が
あ
り
、
１
階
２
階
と

も
ト
イ
レ
を
含
め
全
て
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　
『
み
な
く
る
プ
ラ
ザ
』
も
施
設
名
の
通
り
、
誰
も

（
み
な
）
が
思
い
立
っ
た
と
き
に
、
自
由
に
来
ら
れ

る
交
流
施
設
だ
。
公
民
館
（
水
口
町
地
区
）
を
中
心

に
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
自
治
振
興
会
、
少
年
セ
ン
タ
ー（
保
護
司

常
駐
）
な
ど
、
多
彩
な
機
能
の
施
設
を
備
え
て
い

る
。『
ま
る
ー
む
』と
同
様
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
集
ま
り
、
利
用
す
る

こ
と
で
、
個
々
の
市
民
同
士
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ク
ル
や
趣
味
の
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
自
然
に
交
流
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
『
み
な
く
る
プ
ラ
ザ
』
で
特
徴
的
な
の
は
、
建
物

の
造
り
だ
。
水
口
城
跡
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
せ
い

だ
ろ
う
か
。『
ま
る
ー
む
』
が
現
代
的
な
モ
ダ
ン
デ

ザ
イ
ン
だ
っ
た
の
に
対
し
、『
み
な
く
る
プ
ラ
ザ
』

式典と同時開催「市制20周年記念イベント／コウカEXPO 2024」（甲賀市
まちづくり活動センター「まるーむ」にて）

「みんなの居場所」のキャッチフレーズ通り、市民団体から小中高校生に至るまで、
市民が集い交流する甲賀市まちづくり活動センター「まるーむ」

MAY 2025 市政 18



甲賀市　市 政 ル ポ

（滋賀県）

は
ま
る
で
城
内
に
築
か
れ

た
長
屋
や
離
れ
な
ど
の
よ

う
な
塩
梅
の
平
屋
の
連
な

り
（
内
部
は
も
ち
ろ
ん
モ
ダ

ン
な
造
り
）
で
、
前
出
の
各

施
設
の
ほ
か
、
研
修
室
、
活

動
室
、
集
会
室
な
ど
多
様

な
機
能
を
持
つ
部
屋
が
、
平

面
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
。

　
「
甲
賀
市
の
最
大
の
地
域

課
題
は
、
全
国
の
都
市
に

共
通
す
る
人
口
減
少
の
抑

制
と
少
子
高
齢
化
対
策
で

す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ

ま
し
た
よ
う
に
、
人
口
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
未
来
で
す
が
、
甲
賀
市
で
は

令
和
７
年
度
か
ら
開
始
の『
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計

画
・
第
３
期
基
本
計
画
』に
基
づ
く
各
種
の
地
域
活

性
化
施
策
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
令
和
10（
２
０
２
８
）

年
度
の
人
口
フ
レ
ー
ム
を
、
８
万
７
０
０
０
人
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
若
者
・
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
甲
賀
市
民

の「
暮
ら
し
の
余
白
」を
醸
成
し
、
一
人
一
人
の
市
民

が
そ
れ
を
、
自
分
の『
叶
え
た
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
』

で
埋
め
て
い
け
る
『
甲
賀
ス
タ
イ
ル
』
の
磨
き
上
げ

は
、
そ
う
し
た
若
者
・
子
育
て
世
代
の
方
た
ち
に
こ

そ
、
魅
力
を
一
層
感
じ
て
い
た
だ
け
る
要
素
に
な
る

も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
」（
岩
永
市
長
）

　

既
に
暮
ら
し
て
い
る
若
者
・
子
育
て
世
代
だ
け

で
な
く
、
人
口
減
少
を
無
理
な
く
抑
制
し
て
い
く

に
は
も
ち
ろ
ん
、
今
は
よ
そ
の
ま
ち
に
暮
ら
し
て

い
る
若
者
・
子
育
て
世
代
に
も
、「
い
つ
か
甲
賀
市

で
暮
ら
し
て
み
た
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
施
策
の

推
進
が
不
可
欠
だ
。
具
体
的
に
は
積
極
的
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
、
観
光
振
興
の
推
進
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
大
化
が
重
要
と
な
る
。

　

折
し
も
本
年
は
、
４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

『
大
阪
・
関
西
万
博（
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
）』が
開
催
さ
れ
る
。
国
内
外
か
ら
多
数
の
観
光

客
が
訪
れ
る
は
ず
の
大
阪
か
ら
甲
賀
市
ま
で
は
、

鉄
道
利
用
で
90
分
以
内
の
近
距
離
だ
。
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
交
流
人
口
が
甲
賀
市
を
訪
れ
る
こ

と
も
予
測
さ
れ
る（
※
取
材
は
本
年

１
月
24
日
）。

　

そ
の
際
に
は
、
日
本
遺
産
認
定

の「
忍
び（
忍
者
）の
里
」や
、「
日
本

六
古
窯
」
で
タ
ヌ
キ
の
置
物
で
も
知

ら
れ
る
信
楽
焼
の
里
な
ど
、
世
界

的
に
も
類
を
見
な
い
特
徴
的
で
多

様
な
地
域
財
産
の
数
々
が
、
訪
問

者
た
ち
の
心
を
強
く
捉
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
交
流
人
口
の
一

時
的
な
増
加
を
、
継
続
的
な
移
住
・

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

甲
賀
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
地
道
な
市
民
活
動
の
活
性
化

を
推
進
力
に
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
市
民
と
市
民
の

つ
な
が
り（
絆
）の
強
化
に
よ
る「
四
つ
目
の
縁
」の

醸
成
を
基
盤
に
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
、

住
み
続
け
て
い
き
た
い
ま
ち
の
構
築
が
、
多
彩
に

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

か
つ
て
の《
忍
者
の
里
・
甲
賀
》の
リ
ア
ル
像
は
、

化
学
と
情
報
受
発
信
の
最
先
端
地
区
だ
っ
た
。「
第

四
の
縁
」
な
ど
が
醸
成
す
る
新
た
な
絆
を
基
盤
に
、

近
未
来
に
向
け
て「
市
民
力
」と「
市
役
所
力
」が
育

ん
で
い
く「
甲
賀
流
・
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

の
リ
ア
ル
像
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
都
市
像
を
結

実
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
日
の
到
来
が

待
ち
遠
し
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
７
年
１
月
24
日
）

水口神社の例大祭の目玉として約300年前から続く「水口曳山祭」。主役の曳山
は水口町内に16基現存

公民館、多文化共生センター、コミュニティセンターなど多彩な機能を併せ持つ「み
なくるプラザ」は市民協働の拠点施設
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